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Abstract: The Zeyzoun Rock Fill Dam which was constructed by Syrian Arab Republic， 
failed on June 4 ，2002. The dam was entirely over the length as approximately 100m. 
Over 60km2 land of downstream of the dam was flooded and 22 residents and several 
hundreds of animals were killed by the disaster. 
After the disaster， Syrian government requested the government of Japan to dispatch 
experts of the embankment dam in order to support their investigation on the cause of 
failure of the dam. An investigation team was organized with expert日 fromJapans 
miI).istry of construction， Ministry of agriculture， Water resource development 
corporation and Dam engineers society， and the author participated as a representative 













































-3 (a)， (b)， (c)には図-2の断面A，B， Cの地質図
も示されている(脇坂作成)。
Lina A:Elt:;.n.!ed line 01 ¥ha cul-ajj 
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図-2 ダム軸地質縦断図(脇坂作成)
Section A 


















ィルタ-ロック部)なしに高さ 15~18盟，約 5 分の勾
ダム縦断・平面模式図








































(d) 陥 ~L 虫壊
図 9 水理的破壊の決壊に至るモード
f相官1




















































































Pe =K' Oy・40/2=320ton/m 




σy=20mX 1.8ニ 36tlm2 
Cuニ 10.8t/m2となり、
F s= 10.8/11.2ニ 0.96
となり、この仮定の基では崩壊することにな
る。













































































翠量 1. 3 
掛け
0.9 o 10 
含水比(%)
50 
図一15(b) 土質材料の物理的及び力学的特性
(突固め特性)
は、一般土の粒度④を突固めた結果と似ている。このこ
とは上記のようにコロイド粒子が乾燥により団粒化した
のではないかと想像される。
本ダムにおいて用いられている材料は、統一分類によ
るsc材の力学的特性を示していることから、(図 15 
(b)の突固め特性)粒子の乾燥に基因する結合(創生)粒
子ではないかと考えられる。
もし、そうであるとすれば、コア材料として構築し、貯
水することにより飽和し、力学的特性、例えばせん断強
度の減少や高い圧縮特性が現れるものと予想され、これ
がすべり破壊や水理的破壊につながるのではないかと想
像される。
そこで、シリアのような乾燥地帯において、フィルダ
ムを安全に構築するためには、この種のコア材料に関す
る精度の良い試験，研究が必要と思われる。
また、カルシウム粘土は、我が国の第三紀泥岩と同様、
広範囲に、しかもいたる所に分布している。この種の粘
土についても強度低下に関する実験・研究が望まれる。
(受理平成 15年6月2日)
